



























論の負担が大きいと言われている（Burnett, 2015; Taguchi, 2005）。慣習性が学習者の間接発
話行為の理解に与える影響について，先行研究では一致した見解が得られていない（Cook 


















る。第 6 章では，慣習性が間接発話行為の理解に与える影響について考察を行なう。第 7
章では，本研究で得られた知見に基づき，学習者の間接発話行為の理解を促進する教育的
示唆及び今後の課題を述べる。 












Edmonds, 2014; Gibbs, 1986）が必要だと考えられる。また，反応時間を用いて，より厳密的










話行為が非慣習的間接発話行為より理解されやすいという結果（Cook & Liddicoat, 2002; 


































第 3 章 日中両言語における間接不同意発話行為の慣習性について 































































ストに埋め込み，13 場面の計 26 項目の不同意発話行為をターゲット項目として設定した
計 66 項目の語用論聴解テストを作成した。 
4.3 日本語母語話者を対象とする予備調査 
	 日本語母語話者 29 名を対象とし，4.2 で作成した語用論聴解テストを用いて，予備調査
を行なった。調査結果から，第 3 章で抽出した慣習的間接不同意発話行為と非慣習的間接
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